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鷹取中学校区 校番  ４ 福山市立霞小学校 
   

 最終更新日 ２０２６年（令和８年）４月１７日 

 

福山市立         学校 

 

児童生徒の現状 

・基礎学力はおおむねついている

が、思考力に課題がある。 

・人間関係づくりが苦手なこどもが

増えてきている。 

・長欠・不登校のこどもが一定数い

て取組をしているが改善が難し

い。 

・CS での活動を通して、あいさつが

できる児童・生徒が増えてきた。 

 

育成する 

資質・能力 

知識・技能   課題発見・解決力  主体性 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 

気づき  考え  行動する 子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

・子どもたちが「わかる・できる」と思える教育活動の推進 

・地域活動に自ら参加し、地域と共に課題解決できる児童・生徒の育成 

・教職員の笑顔・元気・やる気 

 

現 状 

＜児童＞ 

〇見つけた課題を試行錯誤しながら学ぶことができている。（94.4％） 

〇自分の考えを工夫して表現することができている。（90.5％） 

〇基礎的な知識や技能がおおむね定着している。 

（単元末テスト通過率 国語（知識）85％ 算数（知識）83％） 

〇生活・総合で地域の一員であることを意識して学び、学んだことを発信することができている。 

〇５年生の新体力テストの記録が、全国の同学年の全国かつ県の平均値を超えた種目は８種目中６種目、目

標を達成している。 

●特に算数科の思考力が低く、学力が二極化している。（単元末テスト通過率 算数（思考）72．９％） 

●児童同士の学び合いが十分にできていない。 

●自分で目標を設定し意識して行動できる児童が増えたが、達成に向けて粘り強く努力を続けられる児童は

多くない。 

●５年生で、普段運動していない児童が 20％みられ、運動意欲が停滞している現状がある。 

＜授業＞ 

〇つけたい力を意識した授業づくりを行い、その力がつくまでやり切らせることができた。 

●試行錯誤して学ぶ児童主体の学習活動を行って、児童が粘り強く課題を解決する力や表現力をつける必

要がある。 

 

育成する 

資質・能力 

知識・技能      課題発見・解決力    主体性 

めざす 

こども像 
 

（知識・技能） 

・課題の解決に必要な知識及び技能を身に付けている。 

 

（課題発見・解決力） 

・身近な問題における課題を発見し、よりよい解決方法を考え実行し、次の学習につ

なげることができる。 

・相手の気持ちを理解しながら意見を伝え合うことを通して、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができる。 

 

（主体性） 

・自己の個性や興味・関心等に基づいて、自分の意思をしっかりともち、よりよい生

活になるように行動することができる。 

・自分のよさや個性を知り、自分の言動が相手や他者へ影響を及ぼすことを理解し，

行動することができる。 

 
   

研究 

テーマ 
互いを尊重しながら主体的な学びを生み出す授業の創造 

～自ら問い、考え、表現できるこども～ 

内容等 
・自ら問いをもつことができる授業づくり 

・学びがつながるふり返り 

めざす授業の姿 
・こどもが見つけた課題を試行錯誤しながら学ぶ授業 

・こども考えを表現することができる授業 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

・地域を大切に思う児童生徒を育成
してほしい。 

・CS を導入して、地域と学校が交流
することができるようになってき
た。さらによいことの発信を積極
的にしてほしい。 

・児童・生徒と共に会議をし、地域
課題を考えていくことを継続す
る。 

 

学校教育目標 

自他を尊重し、主体的に学び続ける児童の育成 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

３ 

 

 

 

 

子どもたち
が「わかる・
できる」と思
える教育活
動の推進 
 

 

 

 

★ 継

続 

・自分の分かった
ことやできたこ
とを表現するこ
とができる児童
を育てる。 

 

①学習のふり返り
を書く機会を設
定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②定着状況をつか
み、それをもと
に、授業を組み
立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

③運動意欲が高ま
るような授業作
りや体育レクを
行う。 

 

 

④学期始めに決め
た目標を達成す
るために、キャリ
アログを用いて
月１回ふり返る
機会を設定す
る。 

①児童アンケート 

「自分の考えたこと
やできたことをふ
り返ることができ
る。」８５％ 

 

「根拠をもって自分
のできるようにな
ったことを実感し
ている。」８５％ 

 

 

②単元末テスト 

（国語、算数）通過
率７０％未満の児童
を前年度以下にす
る。 

【前年度】 

国語（知識：15％ 
思考：８％） 

算数（知識：17％ 
思考：22％） 

 
③5年生の新体力
テストの記録が前年
度の５学年の全国
かつ県平均値以上。 
 ８種目中４種目 

 
④児童アンケート 
「自分で決めた目標
を達成するため
に意識して行動し
ている。」児童の
割合95% 

         

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  福山市立霞小学校 
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２ 地域活動に
自ら参加し、
地域と共に
課題解決で
きる児童・生
徒の育成 

 

 継

続 

・地域の一員として
の意識をもち、自
分から地域と相互
に関わり合いなが
ら、成長できる児童
を育成する。 

 

①地域を知ったり調
べたりする場を設
定し（社会科や生
活・総合）、学校
生活を通して、
様々な場面で地
域と関わる機会
を設ける。 

 
②あいさつ週間や
毎月１・１７日など
に児童会執行部
の児童を中心に、
児童・教職員であ
いさつ運動に取
り組む。 

①児童アンケート 
「学校生活や学習
の中で、地域と
関わっていると
感じる。」児童の
割合90％以上 

 
 
 
②児童アンケート 
「進んであいさつを
することができ
る。」児童の割合 

 90％以上 

         

２ 教職員の笑
顔・元気・や
る気 

 継

続 

・個性を大切に
し、やりがいを
感じながら、
個々の能力を十
分に発揮できる
学校風土をつく
る。 

 

①日々の授業実践
や３部会での分
掌の分担・協働に
取り組むことを
通して、自分の強
みを生かした取
組を実践する。 

①教職員アンケート 
「自分の個性が認
められてい ると
い う 実感が あ
る。」教職員の割
合88％以上 

         

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

 

［総合評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 

 


